
１ 学 校 概 観 

 

⑴ 位   置 

 ア 校 舎  富山市大江干144番地 

           地鉄本線越中荏原駅下車、南へ徒歩約10分 

 

⑵ 沿   革 

 明治40年４月２日  富山県知事から並木文右衛門に対し、私立富山訓盲院設立許可される。 

     ４月22日  中林初太郎院長就任。      

４月25日  富山市稲荷町75番地に私立富山訓盲院を開校。 

明治41年10月16日 県立盲唖学校設置に関する請願書を知事に提出 

 明治43年３月25日  第１回卒業式挙行。鍼按科卒業生(男子３名、女子１名)、この年初めて出る。 

 明治43年４月１日  学則改正 普通科4年、鍼按科4年に延長。 

 明治44年４月25日  富山市千石町241番地に新築された校舎へ移転。 

 大正 2年１月30日  学則改正 生徒数30名。 

（大正 12.8.28 勅令第 375 号 盲学校及聾唖学校令の公布。 

        同日、文部省令第 34 号 公立、私立盲学校及聾唖学校規程を定める。） 

 大正13年４月１日  盲学校令及び同規程に基づき学則を改正し、初等部、中等部鍼按科を設置。 

           修業年限初等部６か年、中等部鍼按科４か年、定員各20名とする。 

 大正15年12月13日  県立盲唖学校設置の請願書提出。 

 昭和３年７月13日  県指定学校となり、卒業生は按摩術、鍼術及び灸術の免許状を受ける。 

     ７月15日  同窓会の発起により、並木文右衛門先生像を当院に設置し、除幕式挙行。 

昭和５年４月25日  寄宿舎設置。 

 昭和６年４月１日  私立富山訓盲院の名称を改めて、私立富山盲唖学校と称し、盲学校及び聾唖 

           学校規定に基づき、学則を改正し、盲部、聾唖部に分けて定員60名とする。 

           更に盲部に別科（２か年）を設ける。 

 昭和６年11月12日  富山盲唖学校県立移管上申書を知事に提出。 

 昭和７年３月24日  第23回卒業式挙行。 

 昭和７年４月１日  富山県に移管し、富山県立盲唖学校と改称する。 

           中林初太郎校長就任。 

     11月24日  館井文次郎校長就任。 

     12月16日  按摩術営業取締規則第１条及び鍼術灸術営業取締規則第１条による指定学校 

           となる。 

 昭和８年３月18日  県立第1回卒業式挙行。 

 昭和８年７月14日  富山県上新川郡奥田村稲荷27番地、もと樹徳学園舎に移転。 

昭和８年９月24日  県立第一回同窓会発会式。 

 昭和９年７月21日  校旗樹立式を挙行。 

     ８月５日  並木文右衛門先生銅像を千石町から、稲荷の校舎に移転。 



 昭和11年11月15日  創立30周年記念式挙行。このとき富山県盲唖教育30年史を発刊。 

 昭和13年３月31日  岡島義雄校長就任。 

 昭和14年６月６日  富山市赤江町12番地に校舎を新築し、移転する。 

 昭和17年３月31日  佐々木友三校長就任。 

 昭和18年９月    並木文右衛門先生銅像を太平洋戦争のため供出し同窓会で石像に改める。 

 昭和20年８月１日  戦災のため校舎焼失。 

     ９月15日  富山県婦負郡八幡村草島250番地、日本海船渠(ドック)株式会社八仁寮を仮 

           校舎として授業再開。 

 昭和23年４月１日  義務教育制度実施に伴い、富山県立盲学校と改称、聾唖部と分離。学校教育 

           法により小学部６か年、中学部３か年、高等部本科３か年、専攻科（あんま、 

           はり、きゆう科）２か年、別科（あんま科）２か年の課程を設置。 

 昭和23年５月７日  寮歌創作。 

 昭和24年５月９日  富山市赤江町12番地に校舎新築。 

     12月１日  青少年赤十字団を結成。 

 昭和25年10月１日  富盲研究第1号刊行。 

 昭和26年５月15日  寄宿舎第2期工事完成。 

 昭和26年９月１日  国立教育研究所から盲学校体育模範校に指定される。 

 昭和26年９月20日  校歌一部訂正。 

 昭和27年３月29日  高等部本科、あんま師、はり師、きゆう師学校養成施設認定規則により認定 

           される。 

     ４月１日  文部省から産業教育研究指定校に指定される。 

     ４月25日  創立45周年記念式挙行。 

     ９月６日  第１回大岩山日石寺へ夜間歩行訓練実施。 

 昭和28年 

  10月20～21日  富山県特殊教育研究集会開催。 

昭和28年11月    初めて関西方面へ修学旅行（専攻科１、２年生）を実施。 

 昭和29年６月10日  北盲研大会と併せて産業教育研究発表大会を開催。 

 昭和31年 8 月23日 創立50周年記念式挙行。同窓会より本県盲教育の功労者館井文次郎先生の錮 

           像を校庭に建設し除幕式挙行。 

  8月24日～26日 全国盲教育研究大会開催。 

 昭和32年３月10日  創立50周年記念事業として全校放送施設、ピアノ等を補充、披露式挙行。 

 昭和33年４月１日  山岡保孝校長就任。 

 昭和34年１月31日  教育後援会設立。 

 昭和36年11月３日  全国盲学校点字、珠算競技大会開催。 

 昭和37年10月７日  全国造形教育研究大会特殊教育研究会開催。 

     10月25日  校舎焼失。 

 昭和37年10月26日  寄宿舎を仮校舎として授業再開。 

 昭和38年１月16日  焼失校舎跡に平屋建校舎528㎡(160坪)を建築。 

     ４月１日  宮井定義校長就任。 

     10月21日  富山市大江干133番地に校舎新築のため地鎮祭挙行。 



 昭和39年５月１日  スクールバス購入。 

 昭和39年６月１日  新校舎へ移転。 

 昭和40年４月17日  寄宿舎第1期工事完成し、舎生の一部引越す。 

 昭和40年10月９日  寄宿舎第2期工事完成し、舎生全部引越す。 

 昭和40年12月20日  校舎第2期工事体育館完成。 

 昭和41年１月15日  宮井定義校長死亡に伴い片山正義教頭、校長事務取扱いに就任。 

     ４月１日  飯山正則校長就任。 

     10月１日  同窓会寄贈の校旗樹立式典挙行。 

     11月10日  新校舎落成式挙行。 

 昭和41年11月28日  旧校舎音楽室移転改装工事完成。 

 昭和44年１月13日  富山県立高等学校等の課程、学科等の設置に関する規則の一部を改正する規則 

より、高等部の呼称変更（本科、専攻科、別科⇒理療科、専攻科理療科甲、専 

攻科理療科丙、別科理療科乙）。 

 昭和44年３月31日  図書館完成 運動場整地完成。 

 昭和44年４月１日  山田辰雄校長就任。 

           高等部に専攻科丙新設。 

 昭和44年10月31日  体育館増築。 

 昭和44年11月22日  校歌 作詞者を和田徳一氏と確認。 

 昭和45年４月１日  山崎弘道校長就任。 

 昭和46年２月25日  視知覚訓練室、コミュニケーションルーム、理科室、調理室、被服室など新築。 

 昭和47年１月21日  理療科実習棟完成。 

 昭和47年４月１日  前谷内龍超校長就任。 

     ４月１日  幼稚部新設。 

     11月５日  同窓会より並木文右衛門先生の石像を銅像に復元し、除幕式を挙行。 

 昭和48年４月１日  高等部の理療科、別科理療科乙、専攻科理療科丙、生徒募集停止。 

           高等部に普通科、保健理療科、専攻科理療科新設。 

 昭和49年４月１日  舟山 保校長就任。 

  10月23日～25日  全国盲学校長研究協議会、校長会総会開催。 

 昭和51年４月１日  荒俣周峯校長就任。 

 昭和52年３月31日 特別教室（美術室、音楽室）工事完成。 

 昭和52年６月12日  同窓会主催の物故会員追悼法要を極性寺で執行。 

     11月12日  創立70周年記念式典挙行。 

 昭和53年１月４日  荒俣周峯校長休職につき、小松周憲教頭、校長職務代理者に就任。 

     ４月１日  吉岡正一校長就任。 

 昭和54年４月１日  稲垣剛一校長就任。 

 昭和56年４月１日  小泉俊一校長就任。 

 昭和57年８月５日  地籍調査による改定に伴い、富山市大江干144番地と地番表示を変更する。 

 昭和58年４月１日  丸山 洸校長就任。 

 昭和60年４月18日  壁泉、新スクールバス披露式挙行。 

 昭和61年１月23日  校舎増改築。（技術室・養護訓練室・触知覚訓練室・生活訓練室） 



     ３月27日  前庭舗装・寄宿舎道路の舗装。 

     ４月１日  城川 明校長就任。 

  ８月４日～６日  第61回全日本盲学校教育研究大会富山大会開催。 

 昭和62年３月30日  歩行訓練道設置。 

     ４月25日  創立80周年記念式典挙行。 

 昭和63年４月１日  山下節子校長就任。 

 平成元年１月20日  理療臨床施設（施術所）開設。 

 平成２年３月30日  校舎増改築。（図書室、寄宿舎事務室、舎監室等） 

     ４月１日  林 素生校長就任。 

 平成３年４月    平成３・４年度 文部省心身障害児交流活動地域推進研究指定校となる。 

 平成４年４月１日  古川春夫校長就任。 

 平成６年３月30日  中庭にアスレチック（遊具）を設置。 

     ４月１日  森田 明校長就任。 

 平成７年４月    平成７･８年度文部省特殊教育教育課程研究指定校となる。 

 平成８年４月１日  窪 公男校長就任。 

           高等部専攻科保健理療科新設。 

 平成９年２月４日  平成７・８年度 文部省特殊教育教育課程研究指定校発表大会開催。 

     ４月25日  創立90周年記念式典挙行。 

 平成10年４月１日  丸山順治校長就任。 

     11月26日  体育館改築。 

 平成12年４月１日  小島定俊校長就任。 

     10月28日  第36回全国身体障害者スポーツ大会「きらりんぴっく富山」参加・「ウエル 

           カム音楽」演奏。 

 平成13年２月26日  寄宿舎改築。 

     ３月28日  実習棟改築。 

 平成14年４月１日  長山裕一校長就任。 

 平成16年４月１日  中川忠雄校長就任。 

 平成18年４月１日  髙瀬 泉校長就任。 

 平成19年10月21日  創立100周年記念式典挙行。 

 平成20年４月１日  浦野省治校長就任。 

平成22年４月１日  特別支援学校の再編・配置に伴い「富山県立富山視覚総合支援学校」と改称。 

高等部普通科で新たに病弱生徒を教育の対象。 

          視覚障害教育支援センター（アイハウス）開設。 

平成24年４月１日  井原美智子校長就任。 

    10月27日  校歌歌詞の改訂、披露。 

平成26年４月１日  柴垣幸子校長就任。 

平成26年12月５日  普通教室エアコン設置 

平成28年２月15日  耐震補強工事（平成25年度から）完成。 

平成29年10月７日  創立110周年記念式典挙行。 

平成30年４月１日  長井久恵校長就任。 


